
 

 平 成２５年 ２月７日 

東海旅客鉄道株式会社 

 

浜松工場敷地内の不発弾処理に伴う東海道本線列車運行への影響の 

一部変更について 

 

当社の浜松工場内で発見されました不発弾処理に伴う列車運行への影響につきまして、昨年１２月 

２７日にお知らせしましたが、浜松市から詳細な作業スケジュールが発表されたことを受け、東海道本

線の区間運休列車が、以下の通り変更となりますので、お知らせいたします。 

 

○東海道本線（区間運休列車本数の変更：下線部が変更点です） 

・避難区域が設定されている間、下り列車は浜松駅まで、上り列車は舞阪駅まで運転し、浜松駅

～舞阪駅間は区間運休とします。 

※下り列車は３本、上り列車は４本が区間運休となります。 

（前回リリース時は、下り列車は４本、上り列車は４本が区間運休となる計画でした） 

 ・予定通り作業が進んだ場合、終了後は通常のダイヤで運転します。 

  

 ※【変更前】（平成２４年１２月２７日リリース）   

 

 

 

 

 

 

  【変更後】（下線部が変更および新しい情報です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※東海道新幹線の列車運行への影響については、平成２４年１２月２７日リリース「浜松工場敷地内

の不発弾処理に伴う列車運行への影響について」より変更ありません。 

  

・下り列車は、浜松駅を８時３１分に発車する「普通 岐阜行」から９時２２分に 

発車する「普通 岐阜行」までの列車。（舞阪駅始発となります） 

・上り列車は、舞阪駅を８時３３分に発車する「新快速 浜松行」から９時１９分に 

発車する「普通 浜松行」までの列車。（舞阪駅までの運転となります） 

※移送作業の状況により、上記以降の列車にも遅れが発生する場合がございます。 

・下り列車は、浜松駅を８時３１分に発車する「普通 岐阜行」から９時１０分に 

発車する「普通 豊橋行」までの３本の列車。（舞阪駅始発となります） 

・上り列車は、舞阪駅を８時３３分に発車する「新快速 浜松行」から９時１９分に 

発車する「普通 浜松行」までの４本の列車。（舞阪駅までの運転となります） 

・運転再開後の初列車（予定） 

下り 浜松駅９時２２分発の「普通 豊橋行」（通常は岐阜行） 

   （注）豊橋駅にて、１０時１２分発の「普通 岐阜行」にお乗換えとなります。

上り 舞阪駅９時２０発の「普通 浜松行」 

※作業の進捗状況より、変更が生じる場合があります。 


